
『菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
六
）

佐

藤

信

一

※

今
回
か
ら
『
白
氏
文
集
』
、
『
元
氏
長
慶
集
』
に
花
房
英
樹
氏
『
白
氏
文

集
の
批
判
的
研
究
』
（
昭
和
三
五
年
三
月
、
彙
文
堂
刊
）
、
同
氏
『
元
積
研

究
』
（
昭
和
五
二
年
三
月
、
彙
文
堂
刊
）
に
よ
っ
て
、
詩
番
号
を
振
る
こ

と
に
し
た
。

校
異
に

用
い
た
略
号
を
確
認
し
て
お
く
。

【略
号
】

《
内
A
》
…
内
閣
文
庫
A
本
（
底
本
）

《
川
口
》
…
川
口
久
雄
氏
旧
蔵
本

《
内
B
》
…
内
閣
文
庫
B
本

《
尊
A
》
…
尊
経
閣
文
庫
A
本

《
尊

B
》
…
尊
経
閣
文
庫
B
本

《
尊

C
》
…
尊
経
閣
文
庫
C
本

《
尊
D
》
…
尊
経
閣
文
庫
D
本

《
蓬
左
》
…
蓬
左
文
庫
蔵
本

《
別
雷
》
…
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本

《
道
A
》
…
道
明
寺
天
満
宮
蔵
A
本

《
多
A
》
…
多
和
文
庫
A
本

〈
多
B
＞
…
多
和
文
庫
B
本

〈
東
A
＞
…
東
大
所
蔵
A
本

く
東
B
V
…
東
大
所
蔵
B
本

〈
京

A
＞
…
京
大
所
蔵
A
本

く
京

B
V
…
京
大
所
蔵
B
本

〈
陽
明
〉
…
陽
明
文
庫
蔵
本

〈
資
A
＞
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
A
本

〈
資
B
＞
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
B
本

【本
文
・
訓
読
】

鵬
　
新
月
二
十
韻

百
城
秋
至
後

　
三
諌
月
成
初

　
碧
落
煙
氣
蓋

　
黄
昏
書
漏
餓

　
退
レ
衙
西
顧
立

　
尋
レ
寺
上
方
居

　
玉
綾
風
頭
書

（新
月
二
十
韻
）

　
　
ひ
ゃ
く
じ
ゃ
う
あ
さ
い
た
　
　
　
　
の
ち

　
　

百

城

秋
至
り
て
後

　
　
さ
む
か
ん
つ
き
な
　
　
は
じ

　
　
　
三
諌
月
成
る
初
め

　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　

碧
落
煙
気
蓋
く

　
　
　
　
　
　
あ
ま

　
　

黄
昏
書
漏
除
る

　
　

衙
を
退
き
て
西
を
顧
み
て
立
つ

　
　

寺
を
尋
ね
て
上
方
に
居
り

　
　
　
玉
縷
風
頭
の
蓋
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銀
泥
日
脚
書

肢
將
心
緒
急

忘
却
眼
珠
除

　
　
　
　
ぷ

仰
有
二
繊
々
看
’

行
無
二
咬
々
辞
一

括
レ
雲
驚
二
度
鷹
一

投
レ
水
誤
二
遊
魚
一

風
脂
光
相
似

蛾
眉
細
不
レ
如

藏
鷹
レ
容
二
掌
握
一

動
欲
レ
任
二
吹
嘘
一

少
婦
看
珍
重

詞
人
翫
忽
諸

推
量
莫
影
薄

想
像
桂
枝
疎

庚
令
登
レ
棲
獺

王
生
命
レ
駕
徐

浪
花
晴
二
嶋
峻
一

露
葉
映
二
芙
薬
一

旅
客
愁
而
已

詩
情
樂
只
且

照
勝
二
冬
雪
讃
一

明
助
二
夜
潮
漁
一

属
レ
思
江
舟
樟

宜
レ
謄
野
草
盧

銀
泥

日
脚
の
書

つ

ま
だ
　
　
　
　
　
　
も
つ

肢
ち
て
は
將
て
心
緒
急
な
り

忘
却
し
て
は
眼
珠
除
ふ

仰
げ
ば
繊
々
た
る
看
有
れ
ど
も

行
き
て
咬
々
と
し
て
寄
ぶ
る
こ
と
無
し

雲

を
括
み
て
は
度
る
鷹
を
驚
か
す

水

に
投
り
て
は
遊
げ
る
魚
か
と
誤
つ

風
脂
光
相
似
た
り

蛾
眉
細
く
し
て
如
か
ず

と
ら藏
へ
て
雁
に
掌
握
に
容
れ
む
と
す

動

き
て
吹
嘘
に
任
せ
ん
と
欲
す

少
婦
は
看
て
珍
重
す
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
い
る
か
せ

詞
人
は

翫
び
て

忽
諸
に
す

推
量
す

莫
影
の
薄

き
こ
と
を

想
像
す

桂
枝
の
疎
ら
な
る
こ
と
を

庚
令
橿
に
登
る
に
獺
し

　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ

王
生
駕
を
命
す
る
こ
と
徐
か
ら
む

浪
花
嶋
嶋
晴
れ

露
葉
芙
渠
に
映
ず

旅
客
愁
ふ

ら
く
の
み

詩
情
樂

し
び
か
く
ば
か
り

照

ら
す
と
き
は
冬
の
雪
の
讃
み
に
勝
れ
り

明
る
き
と
き
は
夜
の
潮
の
漁
り
を
助
く

思
ひ

を
厨
く
江
舟
の
樟

謄
る
に
宜
し
野
草
の
盧

　
　
　
　
…
底
本
「
蓋
」
、

　
　
　
　
　
　
　

「看
」

「握
」
…
異
体
字
注
記
ア
リ
。

A
》
《
尊
B
》
《
尊
C
》
（
尊
D
》
（
蓬
左
》
（
別
雷
》
《
道
A
》
《
多
A
》
〈
多

B
＞
〈
東
ん
〉
〈
東
B
V
〈
京
B
V
ニ
ヨ
リ
改
ム
。
※
「
乗
」
…
底
本
「
乗
」

ヲ
見
セ
消
チ
シ
テ
右
傍
二
「
棄
」
ト
改
ム
。

【校
異
】

氣
…
氣
〔
右
傍
二
「
氣
イ
」
ト
注
記
ス
〕
（
別
雷
》
、
氣
（
多
A
》
。
蓋
…

書

（
蓬
左
》
。
黄
昏
甕
…
三
字
脱
〔
「
・
」
ト
シ
テ
右
傍
二
「
黄
昏
書
」
ト

注
記
ス
〕
《
別
雷
》
《
多
A
》
。
書
…
書
《
尊
D
》
《
蓬
左
》
、
毒
《
道
A
》
。

衙
…
衛
〔
右
傍
二
「
衙
」
ト
注
記
ス
〕
《
尊
C
》
。
方
…
一
字
脱
《
蓬
左
》
。

玉

…
王
《
多
A
》
。
書
…
壷
《
内
B
》
（
尊
A
》
《
尊
B
》
《
道
A
》
《
多

A
》
、
書
（
蓬
左
》
、
毒
〔
右
傍
二
「
書
イ
」
ト
注
記
ス
〕
《
別
雷
》
。
忘
…

忌

（
尊

B
》
〈
資
A
＞
〈
資
B
＞
（
尊
C
》
《
道
A
》
《
多
A
》
〈
東
B
＞
〈
京

A
V
〈
京
B
＞
〈
陽
明
〉
、
忌
〔
右
傍
二
「
忘
」
ト
注
記
ス
〕
《
別
雷
》
。
眼

…
服
《
蓬
左
》
。
仰
…
仰
〔
異
体
字
注
記
ア
リ
〕
《
別
雷
》
。
繊
…
繊
〔
異

体
字
注
記

ア
リ
〕
（
別
雷
》
。
看
…
着
（
内
B
》
（
尊
A
》
《
尊
B
》
《
尊
C
》

平
沙
閑
貼
検

曲
浦
猫
悶
躇

鯛
レ
事
高
乗
レ
興

馳
レ
神
半
歩
レ
虚

　
了
知
二
新
蛙
蛤
’

　
那
見
二
老
婚
除
一

　
若
使
二
鱈
盈
易
’

催
廻
’
一
五
馬
車
一

※

「書
」

ニ
ヨ

リ
改
ム
。
※

平
沙
閑
な
る
ま
ま
に
鮎
検
す

曲
浦
猫
り
踊
躇
た
る
の
み

事
に
鰯
れ
て
は
高
く
興
に
乗
ず

た
ま
し
ひ
神
を
馳
せ
て
は
半
ば
虚
を
歩
む

さ
と了
り
知
る
蛙
蛤
新
な
り
と
い
ふ
こ
と
を

い
づ
く
那
ん
ぞ
見
む
婚
蛛
老
い
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を

若
し
鱈
盈
を
易
か
ら
し
め
ば

催

し
廻
ら
さ
ま
し
五
馬
の
車

（
別
雷
》
注
記
、
〈
多
B
V
〈
京
A
＞
〈
陽
明
〉

…
底
本
「
著
」
、
《
多
A
》
ニ
ヨ
リ
改
ム
。
※

　
　
※
「
想
」
…
底
本
「
相
」
、
《
内
B
》
《
尊
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《
蓬

左
》
《
道
A
》
〈
多
B
＞
〈
資
B
＞
、
著
《
尊
D
》
《
別
雷
》
〈
東
A
＞

〈
東
B
＞
。
誤
…
談
（
川
口
》
、
設
〔
右
傍
二
「
誤
イ
」
ト
注
記
ス
〕
《
別

雷
》
、
設
《
多
A
》
。
風
…
鳳
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞
〈
資
A
＞
〈
資

B
＞
。
脳
…
咄
《
尊
A
》
。
容
…
客
《
川
口
》
。
掌
…
章
《
川
口
》
。
桂
…
桂

〔異
体
字
注
記

ア
リ
〕
（
別
雷
》
。
獺
…
備
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞

〈資
A
＞
。
想
…
相
《
川
口
》
。
桂
…
桂
〔
異
体
字
注
記
ア
リ
〕
（
別
雷
》
。

生

…
一
字
脱
《
蓬
左
》
。
喚
…
喚
〔
異
体
字
注
記
ア
リ
〕
《
別
雷
》
、
岐

《多
A
》
。
冬
…
一
字
脱
〔
「
・
」
ト
シ
テ
右
傍
二
「
冬
」
ト
注
記
ス
〕

《
別
雷
》
、
一
字
脱
（
道
A
》
（
多
A
》
。
助
…
一
字
脱
〔
「
・
」
ト
シ
テ
右

傍
二
「
助
」
ト
注
記
ス
〕
《
別
雷
》
、
一
字
脱
《
道
A
》
《
多
A
》
。
樟
…
樟

〔異
体
字
注
記
ア

リ
〕
（
別
雷
》
。
沙
…
沙
〔
「
ー
」
ノ
上
カ
ラ
重
ネ
書
キ

シ

テ
修
正
ス
〕
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
。
躇
…
躇
躇
《
多
A
》
。
興
…
與
《
川

口
》
、
輿
《
尊
A
》
《
尊
B
》
《
尊
D
》
。
了
…
号
《
蓬
左
》
。
蛙
…
蛙
〔
異

体
字
注
記
ア

リ
〕
《
別
雷
》
。
使
…
便
〔
右
傍
二
「
使
イ
」
ト
注
記
ス
〕

（
別
雷
》
、
便
（
道
A
》
《
多
A
》
。

【平
灰
】
●
○
○
●
●

○

●

●

○

◎

●

●

○

○

●

○
○
●
●
◎

●

○
○
●
●

○

●

●

○

◎

●

●

○

○

●

○

○

●

●

◎

●
○
○
●
●

●○○●○●○●●●○●●○○●●○○○●●○●○
●○○●●○○●●○○●●○○●●OO●●○○●●
●○●○●○●○●O●○●○●○●○●○●○●○●
○●●○○●●○○●●○○●●○○●●○○●●○○
◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎●◎
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●

●
○
○
●

　
○

○

●
●
◎

　
●

○

○

●

●

　
○

●

●

○

◎

　
●

●
○
○
●

　
○

○

●

●

◎

　
五

言

俳
律
。
韻
は
「
初
」
、
「
除
」
、
「
居
」
、
「
書
」
、
「
除
」
、
「
辞
」
、

「魚
」
、
「
如
」
、
「
嘘
」
、
「
諸
」
、
「
疎
」
、
「
徐
」
、
「
薬
」
、
「
且
」
、
「
漁
」
、

「盧
」
、
「
躇
」
、
「
虚
」
、
「
蛛
」
、
「
車
」
、
上
平
声
第
六
「
魚
」
韻
。
「
看
」

…
平
灰
両
用
。
「
駕
」
…
平
灰
両
用
。
「
只
」
…
平
灰
両
用
。
「
勝
」
…
平

灰
両
用
。
注
釈
を
参
照
の
こ
と
。
「
思
」
…
平
灰
両
用
。
注
釈
を
参
照
の

こ
と
。
「
乗
」
は
平
声
。
「
棄
」
は
灰
声
。
「
事
」
が
灰
声
な
の
で
、
二
四

不
同
か
ら
「
乗
」
を
取
る
。

【注
釈
】

◇
新
月
…
第
一
に
朔
を
過
ぎ
た
後
に
、
夕
刻
、
西
方
の
空
に
初
め
て
見
え

る
細
い
月
の
こ
と
。
初
期
の
太
陰
暦
で
は
、
新
月
の
見
え
た
日
を
新
し
い

暦

日
の
初
め
と
し
た
そ
う
で
あ
る
。
道
真
の
讃
州
赴
任
は
仁
和
二
年
で
あ

り
、
そ
の
年
の
立
秋
は
六
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
新
月
が
見
え
た
の
は
、

七
月
一
日
で
あ
ろ
う
か
。
陳
陰
鰹
「
五
洲
夜
登
」
に
「
夜
江
霧
裏
闊
、
新

月
廻
中
明
」
、
陳
江
紹
「
秋
日
登
廣
州
城
南
櫻
」
に
「
野
火
初
煙
細
、
新

月
半
輪
空
」
と
あ
る
。
第
二
義
は
、
新
た
に
束
の
空
に
輝
き
だ
し
た
月
の

こ
と
。
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
、
「
八
月
十
五
夜
、
禁
中
猫
直
封
レ

月
憶
三
兀
九
’
」
（
〇
七
二
四
）
「
三
五
夜
中
新
月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
」

は
左
遷
さ
れ
て
の
作
。
道
真
は
こ
の
詩
で
、
第
一
義
の
「
新
月
」
を
詠
ん

で
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
題
は
劉
暖
に
「
新
月
」
、
梁
郡
陵
王
紛
に

「
詠
新
月
」
、
庚
信
に
「
新
月
」
、
何
遜
の
「
望
新
月
示
同
罵
」
な
ど
と
あ

り
、
日
本
で
も
道
真
の
孫
、
菅
原
文
時
の
「
繊
月
賦
」
（
「
本
朝
文
粋
』
巻

一
所
載
）
に
「
胞
二
彼
新
月
一
、
有
二
徴
其
状
’
」
と
あ
り
、
師
匠
の
島
田
忠

臣
の
『
田
氏
家
集
』
中
「
拝
二
新
月
二
に
も
「
天
頭
乃
顧
聾
二
西
維
一
、
新

月
肝
衡
白
片
眉
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
詩
の
二
十
韻
と
い
う
形
式
は
、

後
出
の
元
積
「
月
三
十
韻
」
（
〇
二
九
五
）
な
ど
に
倣
っ
た
も
の
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。
考
察
参
照
。

◇
百
城
…
多
く
の
城
。
三
国
魏
曹
植
「
贈
丁
儀
王
棄
」
「
壮
哉
帝
王
居
、

佳
麗
殊
百
城
」
と
あ
る
の
は
詩
の
用
例
。
「
北
史
」
「
李
話
傳
」
「
李
誰
言
、

丈
夫
擁
二
書
萬
巻
一
、
何
假
三
南
二
面
百
城
一
」
は
、
川
口
氏
の
指
摘
に
も
あ

る
。◇
三
諌
…
三
度
諌
め
る
こ
と
。
臣
下
と
し
て
許
さ
れ
た
精
一
杯
の
範
囲
だ

っ

た
ら
し
い
。
「
禮
記
』
「
曲
禮
下
」
に
「
爲
一
一
人
臣
一
之
禮
、
不
二
顯
諌
一
三

諌
而
不
レ
聴
、
則
逃
レ
之
。
子
之
事
レ
親
也
、
三
諌
而
不
レ
聴
、
則
號
泣
而
随
レ

之
」
と
あ
る
。
ま
た
「
春
秋
公
羊
傳
」
荘
公
二
十
四
年
冬
に
も
「
戎
將
侵
レ

曹
、
曹
罵
諌
日
、
戎
衆
以
無
レ
義
、
君
請
勿
二
自
敵
’
也
。
曹
伯
日
不
レ
可
。

三
諌
而
不
レ
縦
遂
去
レ
之
、
故
君
子
以
爲
得
二
君
臣
之
義
’
也
」
と
あ
る
。
ま

た
川
口
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
「
史
記
」
巻
一
二
七
「
日
者
傳
」

に

「賢
之
行
也
、
直
レ
道
以
正
諌
。
三
諌
不
レ
聴
則
退
」
と
あ
る
。
道
真
は

「則
退
」
に
自
己
の
境
遇
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に

「
日
者
」
と
は
、
ト
笈
を
つ
か
さ
ど
っ
た
官
職
。
た
だ
、
「
月
成
初
」

と
ど
う
関
わ
る
か
は
不
明
。

◇
碧
落
…
東
方
の
天
。
転
じ
て
天
の
こ
と
を
い
う
。
楊
畑
「
和
輔
先
入
受

天
観
星
謄
＋
作
」
「
碧
落
三
乾
外
、
黄
固
四
海
中
」
、
羊
士
誇
「
暇
日
適
値

澄
舞
江
亭
遊
宴
」
「
碧
落
風
如
洗
、
清
光
鏡
不
分
」
。
ま
た
白
居
易
『
白
氏
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文
集
』
巻
一
二
「
長
恨
歌
」
（
〇
五
九
六
）
に
「
上
窮
碧
落
下
黄
泉
、
雨

庭
荘
　
皆
不
見
」
と
あ
る
。
道
真
自
身
の
初
期
の
作
、
巻
一
、
四
番
詩

「
賦
得
赤
虹
篇
」
に
「
初
疑
碧
落
留
二
飛
電
一
、
漸
誤
炎
洲
腿
二
暴
風
一
」
と

あ
っ
た
の
も
想
起
さ
れ
る
。

◇
煙
気
…
も
の
を
燃
や
す
時
に
生
じ
る
煙
の
こ
と
を
い
う
。
漢
王
充
『
論

衡
一
巻
一
五
「
順
鼓
」
「
尚
書
太
傳
日
、
煙
気
郊
社
不
レ
修
、
山
川
不
レ
祝
、

風
雨
不
レ
時
、
霜
雪
不
レ
降
」
と
あ
り
、
杜
甫
「
白
水
懸
崔
少
府
十
九
翁
高

齋
」
「
煙
氣
霜
山
酋
山
卒
、
魍
魎
森
惨
戚
」
と
あ
る
。
ま
た
「
氣
」
は
、
元
積

「月
三
十
韻
」
（
二
九
五
）
に
「
気
埃
誰
定
レ
滅
、
焔
冤
杏
難
レ
希
」
と
あ

る
。◇
書
漏
…
昼
間
の
時
間
の
こ
と
を
い
う
。
元
槙
、
「
春
六
十
韻
」
（
〇
二
九

四
）
に
「
書
漏
頻
加
レ
箭
、
宵
暉
欲
半
弓
’
」
と
あ
る
。
対
を
成
す
句
の

「半
弓
」
が
半
月
の
喩
と
な
っ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

◇
退
衙
…
役
所
か
ら
退
出
す
る
こ
と
。
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
八

「晩
闘
早
出
」
（
二
九
〇
一
）
「
退
レ
衙
闘
逼
レ
夜
、
拝
レ
表
出
侵
レ
農
」
と
あ

る
。◇
西

顧

…
西
方
を
振
り
返
っ
て
見
る
こ
と
を
い
う
。
『
詩
経
』
「
大
雅
文

王
」
「
皇
　
」
「
乃
春
西
顧
、
此
誰
與
宅
」
と
あ
る
。
そ
の
毛
傳
に
は
「
…

顧
、
顧
二
西
土
一
也
。
…
」
と
あ
る
。
『
文
選
』
巻
一
班
固
、
「
西
都
賦
」
に

「
乃
替
西
顧
、
塞
惟
作
レ
京
」
と
あ
る
。
魏
武
帝
「
與
二
鐘
蘇
一
書
」
に
は

「朝
廷
無
二
西
顧
之
憂
一
、
足
下
之
勲
也
」
と
あ
り
「
憂
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
気
が
か
り
な
こ
と
を
含
む
物
で
あ
ろ
う
。

◇
上
方
…
山
寺
の
こ
と
を
い
う
。
章
雁
物
「
上
方
僧
詩
」
に
「
見
月
出
東

山
、
上
方
高
虞
縄
」
と
あ
る
。
詩
題
に
は
、
川
口
氏
の
指
摘
す
る
『
白
氏

文
集
』
巻
一
四
、
「
和
銭
員
外
青
龍
寺
上
方
望
二
奮
山
」
（
〇
七
四
〇
）
な

ど
多
数
が
あ
る
。

◇
玉
縷
…
玉
を
繋
ぐ
糸
、
糸
筋
の
意
で
あ
ろ
う
。
月
光
の
喩
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
用
例
未
見
。

◇
風
頭
…
風
の
吹
く
と
こ
ろ
。
琴
参
の
「
走
馬
川
行
奉
送
出
帥
西
征
詩
」

に

「風
頭
如
レ
刀
面
如
レ
割
、
馬
毛
帯
レ
雪
汗
氣
蒸
」
と
あ
る
。

◇
銀
泥

…
銀
色
の
絵
の
具
の
こ
と
。
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
五
四
、

「武
丘
寺
路
宴
、
留
二
別
諸
妓
’
」
（
二
四
九
八
）
に
「
銀
泥
裾
映
二
錦
障

泥
一
、
書
胴
停
椀
二
馬
籏
蹄
一
」
と
、
唐
李
賀
「
月
漉
漉
篇
」
に
「
挽
菱
隔

歌
袖
、
緑
刺
胃
銀
泥
」
と
あ
る
。

◇
日
脚
…
日
の
進
む
早
さ
の
意
。
転
じ
て
、
余
光
の
意
で
も
用
い
る
か
。

苓
参
「
送
二
李
司
諌
蹄
⑮
京
詩
」
に
「
雨
過
風
頭
黒
、
雲
開
日
脚
黄
」
と
あ

る
。
ま
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
下
「
水
付
漁
父
」
平
佐
幹
「
日
脚
波
平
孤
嶋

暮
、
風
頭
岸
遠
客
帆
寒
」
は
「
風
頭
」
と
対
を
な
す
例
で
あ
る
。

◇
肢
將
…
「
肢
」
で
爪
立
つ
の
意
。
『
史
記
』
「
韓
王
信
傳
」
に
「
項
王
王
二

諸
將
近
地
’
。
而
王
猫
遠
二
居
此
’
。
此
左
遷
也
。
士
卒
皆
山
東
人
。
肢
而

望
レ
錦
」
と
あ
り
、
そ
れ
へ
の
『
史
記
評
林
』
の
注
に
「
索
隠
日
、
肢
音

企
、
起
レ
踵
也
」
と
あ
る
。
な
お
「
將
」
は
、
荻
生
但
裸
『
訓
詳
示
蒙
」

に

「將
ノ
字
ハ
俗
語
二
用
フ
ル
字
ナ
リ
以
ノ
字
二
似
タ
リ
」
と
あ
り
、
岡

田

龍
洲

『助
鮮
詳
通
』
に
「
將
ノ
字
。
モ
ツ
テ
ト
讃
ム
俗
語
ナ
リ
故
二
詩

詞
二
多
ク
用
ユ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
助
辞
で
あ
る
。

◇
心
緒
急
…
「
心
緒
」
は
心
の
動
き
の
き
っ
か
け
。
意
向
。
『
白
氏
文
集
』

巻
一
六
の
「
百
花
亭
晩
望
夜
蹄
」
（
〇
九
四
九
）
に
「
髪
毛
遇
病
隻
如
雪
、

心
緒
逢
秋
一
似
灰
」
と
あ
る
。

◇
忘
却
…
忘
れ
て
し
ま
う
。
忘
れ
る
。
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
の
「
贈
蘇

錬
師
」
（
ニ
ニ
六
三
）
に
「
描
將
道
士
通
宵
語
、
忘
却
花
時
蓋
日
眠
」
と

一 23一



あ
る
の
は
「
掘
將
」
と
対
に
な
っ
た
例
。

◇
眼

珠
…
目
玉
の
意
。
「
廣
雅
」
「
稗
親
」
に
「
目
謂
二
之
眼
珠
“
、
子
謂
二

之
眸
一
」
と
あ
る
。
道
真
は
こ
の
語
を
巻
五
、
三
五
七
番
詩
「
左
金
吾
相

公
、
於
宣
風
坊
臨
水
亭
、
饅
別
奥
州
刺
史
、
同
賦
親
字
」
で
「
恩
綜
難
レ

逃
寒
命
駕
、
眼
珠
易
レ
落
暗
沽
巾
」
と
用
い
て
い
る
。

◇
繊
繊
…
か
ぼ
そ
い
、
か
弱
い
の
意
。
月
の
形
容
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
。

飽
照

「翫
月
城
西
門
解
中
一
首
」
に
「
始
出
二
西
南
棲
一
、
繊
繊
如
二
玉

鈎
一
」
、
盧
照
鄭
「
長
安
古
意
」
「
片
片
行
雲
著
二
蝉
賓
一
、
繊
繊
初
月
上
二
鴉

黄
一
」
と
あ
る
。

◇
鮫
鮫
…
明
る
い
の
意
。
こ
の
語
も
月
の
形
容
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
活

岳
「
悼
亡
詩
」
に
「
咬
咬
宙
中
月
、
照
二
我
室
南
端
こ
と
、
張
若
虚
「
春

江
花
月
夜
詩
」
に
「
江
天
一
色
無
二
繊
塵
“
、
咬
咬
空
中
孤
月
輪
」
と
あ
る
。

◇
括
雲
…
用
例
と
し
て
、
『
白
氏
文
集
」
巻
二
の
「
和
思
蹄
樂
詩
」
（
〇
一

〇
一
）
に
、
「
漢
水
照
天
碧
、
楚
山
挿
雲
青
」
と
あ
る
。

◇
驚

…
月
が
弓
に
見
立
て
ら
れ
て
雁
を
驚
か
す
と
い
う
例
は
、
六
朝
梁
、

庚
肩
吾

「
九
日
侍
宴
樂
遊
苑
雁
令
詩
」
に
「
騰
援
疑
二
矯
箭
一
、
驚
雁
避
二

虚
弓
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
積
「
月
三
十
韻
」
（
二
九
五
）
に
「
涼
塊
潭

空
レ
洞
、
虚
弓
雁
畏
レ
威
」
と
あ
る
。
菅
原
文
時
の
「
繊
月
賦
」
に
も
「
旅

臆
驚
虚
弓
於
紫
姻
」
と
あ
る
。

◇
度
贋
…
空
を
渡
っ
て
旅
を
す
る
雁
。
旅
雁
。
白
居
易
「
白
氏
文
集
」
巻

＝
二
「
早
春
猫
遊
曲
江
」
（
〇
六
六
六
）
に
「
影
遅
新
度
雁
、
聲
認
欲
蹄

嬰
」
と
あ
る
。

◇
投
水

…
水
中
に
入
れ
る
意
。
『
文
選
』
巻
五
三
、
李
康
の
「
運
命
論
一

首
」
に
、
「
如
以
レ
石
投
レ
水
、
莫
二
之
逆
一
也
」
と
あ
る
。
「
投
」
は
観
智
院

本

『類
聚
名
義
抄
』
に
「
ト
ル
　
ト
ラ
フ
　
カ
ラ
ム
　
ホ
シ
マ
・
　
イ
タ

ル
　

ノ
コ
フ
　
ト
・
ノ
フ
」
と
い
っ
た
訓
を
見
る
。
「
イ
タ
ル
」
を
採
る
。

川
口
氏
は
、
こ
の
句
の
表
現
の
参
考
に
な
る
表
現
と
し
て
、
梁
簡
文
帝

「十
空

詩
六
首

（
二
）
」
「
水
月
」
「
溶
溶
如
レ
積
レ
壁
、
的
的
如
レ
沈
レ
鈎
」

を
指
摘
す
る
。

◇
遊
魚
…
水
中
に
泳
い
で
い
る
魚
の
意
。
「
文
選
」
巻
一
七
、
陸
機
「
文

賦
」
に
「
遊
魚
街
レ
鉤
、
而
出
二
重
淵
之
深
一
」
と
あ
り
、
ま
た
『
文
選
』

巻
二
六
に
載
せ
る
溜
岳
、
「
河
陽
縣
作
詩
二
首
（
二
）
」
に
「
婦
鷹
映
二
蘭

　
　
　

時
一
、
游
魚
動
二
圓
波
一
」
と
あ
る
。
菅
原
文
時
の
「
繊
月
賦
」
に
も
「
遊

魚
疑
沈
鉤
於
碧
浪
」
と
あ
る
。

◇
風
脂
…
川
口
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
「
海
内
十
洲
記
』
「
炎
洲
在
二
南
海

中
一
、
地
方
二
千
里
、
去
二
北
岸
一
九
萬
里
、
上
有
二
風
生
獣
一
、
似
レ
豹
、
青

色
、
大
如
レ
狸
、
張
レ
網
取
レ
之
、
…
取
二
其
脂
一
、
和
二
菊
花
一
服
レ
之
、
蓋
二
．

十
斤
一
、
得
二
五
百
年
一
」
と
あ
る
「
風
生
獣
」
の
「
脂
」
に
拠
っ
た
も
の
。

長
寿
を
得
る
仙
薬
の
こ
と
。

◇
相
似
…
二
つ
の
も
の
が
類
似
す
る
意
。
劉
廷
芝
の
「
代
下
悲
二
白
頭
一

翁
上
」
「
年
年
歳
歳
花
相
似
、
歳
歳
年
年
人
不
レ
同
」
は
春
の
例
。

◇
蛾
眉

…
美
人
の
眉
、
転
じ
て
三
日
月
の
意
。
『
文
選
』
巻
三
〇
、
飽
照

の

「翫
月
城
西
門
解
中
一
首
」
に
「
未
レ
映
東
北
塀
、
娼
娼
如
一
一
蛾
眉
一

（李
善
注
「
毛
詩
日
蝶
首
蛾
眉
」
）
、
蛾
眉
蔽
珠
櫨
、
玉
鈎
隔
項
窓
」
と
あ

る
。
こ
の
「
娼
娼
如
二
蛾
眉
一
」
は
既
に
川
口
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
唐
王
涯
の
「
秋
思
贈
レ
遠
」
に
「
不
レ
見
三
御
書
傳
二
雁
足
一
、
唯

看
三
新
月
吐
二
蛾
眉
一
」
と
あ
る
の
は
「
新
月
」
と
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

◇
不
如
…
「
し
か
ず
」
と
読
む
。
及
ぼ
な
い
の
意
。
琴
参
「
石
犀
詩
」
に

「始
知
李
太
守
、
伯
萬
亦
不
レ
如
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

◇
藏
…
観
智
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」
に
「
カ
ク
ル
、
ヲ
サ
ム
、
ツ
・
ム
、
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タ
・
ヨ
シ
、
ク
ラ
、
ト
ラ
フ
」
の
訓
を
見
る
。
「
ト
ラ
フ
」
を
採
る
。

◇
掌
握
：
二
握
り
の
掌
の
中
に
「
新
月
」
が
す
っ
ぽ
り
入
る
意
で
あ
ろ
う
。

共
通

す
る
発
想
の
も
の
と
し
て
、
『
文
選
』
巻
三
〇
、
陸
機
「
擬
古
詩
十

二
首
」
「
擬
明
月
何
咬
咬
」
に
、
「
照
レ
之
有
二
除
暉
一
、
撹
レ
之
不
レ
盈
レ
手
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

◇
吹
嘘
…
息
を
、
ふ
っ
と
吹
き
出
す
こ
と
。
『
白
氏
文
集
』
巻
五
二
、
「
和

三
月
三
十
日
四
十
韻
」
（
二
二
五
七
）
「
寒
景
尚
蒼
　
、
和
風
已
吹
嘘
」
は
、

春
の
用
例
。

◇
少
婦
…
年
若
い
妻
の
こ
と
。
李
白
「
塞
下
曲
」
に
「
玉
關
殊
未
レ
入
、

少
婦
莫
一
一
長
嵯
一
」
と
あ
る
。

◇
詞
人
…
詩
文
を
作
る
人
の
こ
と
。
『
文
選
』
序
に
「
詞
人
才
子
則
名
溢

於
標
…
」
と
あ
る
。

◇
忽
諸
…
な
お
ざ
り
に
す
る
、
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
。
杜
甫
「
贈
二
李

八
秘
書
一
別
三
十
韻
」
に
「
勢
籍
兵
須
レ
用
、
功
無
禮
忽
諸
」
と
あ
る
。
観

智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
忽
諸
イ
ル
ヵ
セ
」
と
あ
る
。

◇
莫
影
薄
…
尭
の
時
に
生
え
た
英
と
い
う
瑞
草
の
故
事
に
拠
っ
た
叙
述
で

あ
る
。
月
の
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
毎
日
葉
が
一
枚
ず
つ
生
え
て
、
十

六
日
か
ら
晦
日
ま
で
毎
日
一
枚
ず
つ
落
葉
し
た
こ
と
か
ら
、
新
月
の
時
は

葉
の

影
が
薄
い
こ
と
を
言
う
。
『
白
虎
通
義
』
一
八
「
封
禅
」
「
莫
爽
者
、

樹
名
也
、
月
一
日
一
爽
生
、
十
五
日
畢
、
至
二
十
六
日
一
、
一
去
レ
英
」
と

あ
る
。
ま
た
、
『
文
選
』
巻
三
、
張
衡
「
東
京
賦
」
に
「
蓋
莫
英
爲
レ
難
レ

蒔
也
、
故
暖
レ
世
而
不
レ
観
」
と
、
ま
た
、
巻
二
〇
、
雁
貞
「
晋
武
帝
華
林

園
集
詩
一
首
」
に
「
嘉
禾
重
レ
頴
、
莫
英
載
レ
芽
」
の
李
善
注
に
「
田
休
子

日
、
尭
爲
二
天
子
一
、
莫
英
生
二
干
庭
’
、
爲
レ
帝
成
レ
歴
」
と
あ
る
。
た
だ
こ

の

『田
倖
子
』
は
逸
書
で
あ
る
。

◇
桂
枝
疎
…
月
桂
の
枝
が
疎
ら
で
あ
る
。
新
月
な
の
で
、
月
の
表
面
が
よ

く
見
え
な
い
こ
と
か
ら
言
う
か
。
「
月
」
と
「
桂
」
が
詠
ま
れ
た
例
に
は
、

『藝
文
類
聚
』
「
天
部
上
　
月
」
に
「
梁
簡
文
帝
望
月
詩
日
、
…
桂
花
那

不
レ
落
、
團
扇
與
レ
誰
装
」
と
あ
る
の
は
「
那
」
と
詠
ま
れ
た
例
、
ま
た

「
梁
庚
肩
吾
和
二
徐
主
簿
一
望
レ
月
詩
日
、
…
星
流
時
入
レ
暉
…
又
望
月
詩
日
、

桂
殿
月
偏
來
、
留
レ
光
引
二
上
才
一
」
等
と
あ
る
。

◇
庚
令
…
庚
亮
、
字
は
元
規
。
『
音
書
』
「
庚
亮
傳
」
に
「
亮
在
二
武
昌
一
、

諸
佐
吏
股
浩
之
徒
、
乗
レ
秋
夜
往
共
登
二
南
棲
一
、
俄
而
不
レ
畳
亮
至
。
諸
人
、

將
二
起
避
一
レ
之
、
亮
徐
日
、
諸
君
少
住
、
老
子
於
二
此
虚
一
興
復
不
レ
淺
、
便

握
二
胡
床
一
、
與
二
浩
等
一
談
詠
寛
レ
坐
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
「
月
」
と

の

脈
絡

は
見
え
な
い
。
ま
た
、
川
口
氏
に
拠
れ
ば
唐
謝
観
「
白
賦
」
に

「夜
庚
公
が
楼
に
登
れ
ば
、
月
千
里
に
明
な
り
」
と
あ
る
と
の
こ
と
な
の

だ

が
、
こ
の
「
白
賦
」
は
『
全
唐
文
』
（
巻
七
五
八
）
『
全
唐
文
補
遺
』

（第
一
輯
）
に
見
え
な
い
。
ま
た
こ
の
叙
述
も
謝
観
の
文
章
の
何
れ
に
も

見
出
せ
な
か
っ
た
。
存
疑
。

◇
王
生
…
王
徽
之
の
こ
と
。
字
は
子
猷
。
王
義
之
の
子
。
『
晋
書
』
「
王
徽

之
博
」
に
「
嘗
居
二
山
陰
一
、
夜
雪
初
舞
、
月
色
清
朗
、
四
望
皓
然
、
猫
酌
レ

酒
、
詠
二
左
思
招
隠
一
、
忽
憶
二
戴
逡
一
、
逡
時
在
レ
剣
、
便
夜
乗
二
小
船
一
詣
レ

之
、
経
レ
宿
方
レ
至
レ
造
レ
門
、
不
レ
前
而
反
…
」
と
、
「
月
色
」
が
「
清
朗
」

と
さ
れ
る
。
元
槙
「
月
三
十
韻
」
（
二
九
五
）
に
「
荷
レ
鋤
元
亮
息
、
回
レ

擢
子
猷
蹄
」
と
あ
る
。

◇
徐
…
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
、
「
ヲ
ソ
シ
」
、
「
ヨ

ウ
く
」
の
訓
を
見
る
。
「
ヲ
ソ
シ
」
を
採
る
。

◇
浪
花
…
波
を
花
に
見
立
て
た
表
現
。
『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
「
江
櫻
晩

眺
、
景
物
鮮
奇
、
吟
玩
成
レ
篇
、
寄
二
水
部
張
員
外
一
」
（
一
三
七
八
）
に
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「白
浪
花
千
片
。
鷹
貼
青
天
字
一
行
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
表
現
は
、
道

真
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
巻
二
、
「
水
鴎
」
（
一
七
一
）
に
「
飛
疑
二
秋

雪
落
一
、
集
談
二
浪
花
匂
一
」
と
、
巻
六
、
「
海
上
春
意
」
（
四
六
七
）
に

「染
レ
筆
支
頓
閑
計
會
、
山
花
遙
向
二
浪
花
開
一
」
と
あ
る
。

◇
露
葉
…
露
を
帯
び
た
葉
の
こ
と
を
い
う
。
『
白
氏
文
集
』
「
酬
二
夢
得
暮

秋
晴
夜
封
レ
月
相
憶
一
」
（
三
三
八
九
）
に
「
露
葉
團
荒
菊
、
風
枝
落
病
梨
」

と
あ
る
。

◇
芙

渠
…
蓮
、
特
に
花
の
開
い
た
蓮
の
こ
と
。
曹
植
の
「
洛
神
賦
」
に

「迫
而
察
レ
之
、
灼
若
三
芙
薬
出
二
涼
波
一
」
と
あ
る
。

◇
樂
只
且
…
「
樂
只
且
」
は
『
詩
経
』
「
王
風
」
「
君
子
陽
陽
」
に
「
右
招
レ

我
由
レ
房
、
其
樂
只
且
」
、
『
文
選
』
巻
二
張
衡
「
西
京
賦
」
に
「
盤
干
遊

敗
、
其
樂
只
且
」
と
あ
る
。
九
条
家
本
『
文
選
』
で
「
カ
ク
バ
カ
リ
ナ

リ
」
と
し
て
い
る
。
巻
二
四
の
密
康
「
贈
二
秀
才
人
入
⇔
軍
五
首
（
二
」

に

「盤
干
遊

田
、
其
樂
只
且
」
と
あ
る
。
「
只
且
」
は
観
智
院
本
『
類
聚

名
義
抄
』
に
「
カ
ク
バ
カ
リ
」
「
カ
ク
バ
カ
リ
」
二
通
り
の
訓
を
見
る
。

「
カ
ク
バ
カ
リ
」
と
し
た
。
刊
本
で
あ
る
多
和
文
庫
B
本
・
京
大
所
蔵
A

本
、
B
本
に
「
カ
ク
バ
カ
リ
」
の
訓
が
あ
る
。

◇
冬
雪
讃

…
晋
、
孫
康
の
故
事
。
冬
は
雪
の
光
に
照
ら
し
て
学
問
を
し
た

と
い
う
。
『
初
学
記
』
巻
二
「
雪
第
二
」
「
映
書
」
と
し
て
「
宋
齊
語
日
、

孫
康
家
貧
、
常
映
レ
雪
讃
レ
書
、
清
淡
交
遊
不
レ
雑
」
と
、
ま
た
『
蒙
求
』

に

「孫
康
映
レ
雪
、
車
胤
聚
レ
螢
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
も
の
。

◇
夜
潮
…
夜
間
に
満
ち
て
く
る
潮
。
王
昌
齢
「
宿
二
京
江
口
一
期
二
劉
春
虚
一

不
レ
至
」
に
「
風
静
夜
潮
浦
、
城
高
寒
氣
昏
」
と
あ
る
。

◇
江
舟
樟
…
先
に
引
用
し
た
、
『
音
書
』
「
王
徽
之
傳
」
に
「
忽
憶
二
戴
達
一
、

逡
時
在
レ
剣
、
便
夜
乗
二
小
船
一
詣
レ
之
、
経
レ
宿
方
レ
至
レ
造
レ
門
、
不
レ
前
而

反
…
」
の
「
便
夜
乗
二
小
船
一
詣
レ
之
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

◇
野
草
盧

…
川
口
氏
は
諸
葛
孔
明
の
草
盧
を
帝
が
三
顧
し
た
故
事
を
指
す

か

と
す
る
。
「
蜀
書
』
巻
五
「
諸
葛
亮
傳
」
に
、
「
…
先
帝
不
レ
以
二
臣
畢

部
一
、
狼
自
柾
屈
三
顧
二
臣
於
草
盧
之
中
一
、
諮
レ
臣
以
二
當
世
之
事
一
…
」
と

あ
る
。

◇
平
沙
…
広
大
で
平
坦
な
砂
原
の
こ
と
を
い
う
。
琴
参
の
「
碩
中
作
」
に

「今
夜
不
レ
知
二
何
庭
宿
“
、
平
沙
萬
里
絶
二
人
煙
一
」
と
あ
る
。

◇
曲
浦
…
曲
が
り
く
ね
っ
た
地
形
で
浦
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
こ
と
を

い
う
。
王
勃
「
遊
二
蓬
池
一
序
」
に
「
平
郊
樹
直
、
曲
浦
蓮
肥
」
と
あ
る
。

◇
踊
躇
…
た
め
ら
う
。
躊
躇
に
同
じ
。
「
後
漢
書
』
「
仲
長
統
博
」
「
以
奉
レ

之
悶
二
躇
畦
苑
一
、
遊
二
戯
平
林
一
」
と
あ
り
、
李
賢
の
注
に
「
踊
躇
猶
二
蜘

踊
’
也
」
と
あ
る
。

◇
乗
興
…
王
子
猷
が
山
陰
の
月
夜
、
興
に
乗
じ
た
故
事
の
言
葉
。
前
に
引

用

し
た
『
晋
書
』
「
王
徽
之
傳
」
の
続
く
場
面
に
、
「
人
問
二
其
故
一
、
徽
之

日
、
本
乗
レ
興
而
來
、
興
鐙
而
反
、
何
必
見
二
安
道
一
」
と
あ
る
。

◇
馳
神
…
「
神
」
は
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
カ
ミ
」
、
「
オ
ニ
」
、

「
タ
マ
シ
ヒ
」
の
訓
を
見
る
。
「
タ
マ
シ
ヒ
」
を
採
る
。

◇
半
歩
虚
…
道
家
の
言
葉
。
「
歩
虚
」
で
、
道
士
が
空
中
を
歩
行
す
る
こ

と
を
い
う
。
李
白
「
題
二
随
州
紫
陽
先
生
壁
’
」
に
「
喘
息
潰
二
妙
氣
一
、
歩

虚
吟
二
眞
聲
」
と
あ
る
。

◇
了
知
…
「
了
」
は
九
条
家
本
『
文
選
』
巻
五
九
、
王
巾
「
頭
陀
寺
碑
文

一
首
」
「
息
レ
心
了
レ
義
」
の
「
了
」
に
「
サ
ト
リ
テ
」
と
す
る
。
「
サ
ト
リ

シ

ル
」
と
読
ん
で
お
く
。

◇
新
蛙
蛤
…
「
蛙
蛤
」
は
、
は
ま
ぐ
り
の
こ
と
を
い
う
。
『
呂
氏
春
秋
』

巻
九

「季
秋
紀
」
「
精
通
」
に
「
月
筆
陰
之
本
、
月
望
則
蛙
蛤
實
、
墓
陰
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盈
、
月
晦
則
蛙
蛤
虚
、
華
陰
鱈
、
夫
月
形
子
天
、
而
華
陰
化
爲
レ
川
」
と

あ
る
。
な
お
『
藝
文
類
聚
』
巻
一
「
天
部
上
　
月
」
も
、
同
文
を
引
く
。

◇
那
見

…
「
那
」
は
九
条
家
本
『
文
選
』
巻
二
五
、
謝
霊
雲
「
登
二
臨
海

嬌
一
初
登
二
彊
中
一
作
與
二
從
弟
恵
連
一
見
二
羊
何
共
和
之
一
首
」
「
還
レ
期
那
可

尋
」
の
「
レ
那
」
に
「
イ
ツ
ク
ソ
」
の
訓
を
見
る
。
ま
た
寛
文
版
本
に
も

同
文
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
ナ
ン
ソ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
「
イ
ヅ
ク
ン

ゾ
」
と
読
ん
で
お
く
。

◇
老
蜷
蛤

…
『
准
南
子
』
巻
七
「
精
神
訓
」
「
日
中
有
二
鱒
■
一
、
而
月
中

有
二
帽
蛛
一
」
と
あ
る
。
た
だ
、
『
藝
文
類
聚
』
巻
一
、
天
部
上
「
月
」
に

は

他
に

も
「
五
経
通
義
日
、
月
中
有
三
冤
與
二
婚
蛛
一
何
。
月
、
陰
也
。
嶋

蛉
、
陽
也
。
而
與
レ
兎
並
明
、
陰
係
レ
陽
也
」
や
「
乾
馨
度
日
、
月
三
日
成
レ

塊
、
八
日
成
レ
光
。
蜷
蛛
髄
就
、
穴
鼻
始
明
」
と
い
っ
た
例
も
検
索
で
き

る
。◇
磨
盈

…
欠
け
る
こ
と
と
満
ち
る
こ
と
。
『
韓
詩
外
傳
』
巻
三
に
「
夫
天

道
鱈
盈
而
益
レ
謙
、
地
道
愛
盈
而
流
レ
謙
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
月
の
満

ち
欠
け
の
こ
と
を
い
う
。
元
積
「
月
三
十
韻
」
（
〇
二
九
五
）
に
「
今
古

錐
レ
云
レ
極
、
顧
盈
不
レ
易
レ
違
」
と
あ
る
。

◇
五
馬
車
…
五
頭
立
て
の
馬
車
。
普
通
の
馬
車
は
馴
と
い
っ
て
、
四
頭
立

て

で
あ
っ
た
。
太
守
の
乗
る
車
が
五
頭
立
て
で
あ
っ
た
。
漢
の
「
樂
府
古

欝
」
「
阻
上
桑
」
に
「
使
君
從
レ
南
來
、
五
馬
立
二
時
嘱
こ
と
あ
る
。

【試
訳
】

螂
　
新
月
二
十
韻

　
多
く
の
城
に
秋
が
訪
れ
て
後

　

三

た
び
い
ま
し
め
て
新
月
に
な
り
は
じ
め
た
頃

　

青
空
に
請
も
消
え
て
し
ま
っ
て

黄
昏
に
な
っ
て
も
ま
だ
昼
間
の
時
刻
で
あ
る
の
は
新
月
が
で
て
い
る
か

ら
な
の
で
あ
ろ
う

役
所
か
ら
退
庁
し
て
西
方
を
振
り
返
っ
て
見
て
み
る

寺

を
尋
ね
て
来
て
奥
の
院
に
い
る

玉
を
繋
ぐ
糸
の
よ
う
な
月
光
が
風
の
吹
く
と
こ
ろ
の
絵
の
よ
う
で
あ
る

月
光
は
銀
泥
で
書
い
た
日
の
光
の
余
光
の
よ
う
で
あ
る

足

を
爪
立
ち
し
て
は
月
が
出
る
の
を
、
今
か
今
か
と
気
が
騒
ぐ

新
月
は
細
い
の
で
出
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
眼
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
る

月
を
仰
ぎ
見
る
と
か
す
か
な
光
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も

月
の
光
が
地
上
に
届
い
て
も
明
る
く
伸
び
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
い

月
は
雲
の
隠
れ
か
ら
見
え
て
旅
行
く
雁
を
驚
か
せ
る

新

月
が
水
に
光
を
投
じ
て
は
、
釣
り
針
か
と
お
よ
ぐ
魚
を
誤
た
せ
る

仙
薬
で
あ
る
風
脂
の
光
と
新
月
の
光
は
よ
く
似
て
い
る

蛾
眉
の

よ
う
な
三
日
月
も
細
い
こ
と
で
は
新
月
に
及
ぼ
な
い

新
月
を
捉
え
て
手
の
ひ
ら
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
入
れ
て
し
ま
お
う
と
す

る新
月
は
細
く
ほ
ん
の
一
息
ふ
き
か
け
た
だ
け
で
も
動
い
て
し
ま
い
そ
う

で
あ
る

年
若
い
妻
は
月
の
変
わ
り
目
を
示
す
新
月
を
見
て
珍
重
す
る
け
れ
ど
も

詩
人

は
満
月
で
は
な
い
か
ら
玩
び
も
の
に
し
て
も
い
い
加
減
に
す
る

新
月
の
明
か
り
で
は
瑞
草
で
あ
る
莫
爽
の
葉
の
影
は
き
っ
と
薄
い
で
あ

ろ
う
と
推
量
す
る

新
月
の
中
の
桂
の
枝
も
疎
ら
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
す
る

満
月
で
は
な
い
の
で
、
庚
令
も
棲
に
登
ろ
う
に
も
物
憂
い

同
じ
理
由
か
ら
王
徽
之
も
乗
り
物
を
命
ず
る
こ
と
が
お
そ
い
で
あ
ろ
う
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花
の
よ
う
に
波
が
立
ち
島
々
は
晴
れ
わ
た
っ
て
い
る
。

露

を
帯
び
た
葉
が
蓮
の
花
に
映
じ
て
咲
い
て
い
る

旅
客
で
あ
る
私
も
愁
う
る
ば
か
り
な
の
で
あ
る

詩
情
の
楽
し
み
は
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
で
あ
る

た
と
え
新
月
の
光
で
あ
っ
て
も
照
ら
す
と
き
に
は
冬
の
夜
の
雪
以
上
で

あ
る
ま
た
明
る
い
と
き
は
夜
の
漁
を
補
助
す
る
も
の
に
な
ろ
う

心

を
王
徽
之
が
乗
っ
た
と
さ
れ
る
江
洲
の
舟
の
樟
に
寄
せ
て
み
る

新
月
が
照
ら
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
茅
葺
き
の
小
屋
も
見
る
の
に
よ

い新
月
の
下
で
平
ら
な
砂
原
を
手
持
ち
ぶ
さ
た
に
任
せ
て
調
べ
て
み
る

曲
り
く
ね
っ
た
浦
に
な
っ
て
い
る
所
で
た
だ
一
人
た
め
ら
っ
て
い
る
ば

か
り
で
あ
る
。

王
子
猷
で
は
な
い
が
事
に
触
れ
て
は
高
ら
か
に
興
に
乗
じ
る

魂
を
馳
せ
向
わ
せ
て
は
半
ば
虚
空
を
歩
む
よ
う
だ

は
ま
ぐ
り
が
月
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
納
得

す
る
月
に
住
む
ひ
き
が
え
る
が
老
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ど
こ
に
見

ら
れ
よ
う
か

も
し
月
の
満
ち
欠
け
を
容
易
に
さ
せ
た
と
し
た
な
ら
ば

太
守
が
乗
る
と
い
う
五
馬
の
車
も
う
な
が
さ
れ
め
ぐ
っ
て
く
る
で
あ
ろ

、

つ
【考
察
・
一
】

題
詞
の
元
積
「
月
三
十
韻
」

（〇
二
九
五
）
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
元

積
に
は
、
注
釈
に
も
挙
げ
た
と
お
り
、
「
春
六
十
韻
」
（
〇
二
九
四
）
等
の

作
品
も
あ
る
し
、
「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
（
〇
二
六
八
）
、
「
淀
江
翫
月
十
二

韻
」
（
〇
二
七
九
）
な
ど
と
、
こ
の
形
式
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
。
道

真
も
、
或
い
は
こ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
か
。
°

【考
察
・
二
】

　
第
十
一
句
「
仰
有
繊
々
看
」
で
「
看
」
は
底
本
「
著
」
に
作
る
。
ま
た

校
異
に

も
示
し
た
と
お
り
、
大
半
の
諸
本
は
「
著
」
で
あ
る
。
「
著
」
で
、

あ
る
い
は
し
る
し
、
か
弱
い
し
る
し
の
意
か
と
も
考
え
た
が
、
適
切
な
用

例
が
検
出
で
き
ず
、
多
和
文
庫
A
本
の
異
文
に
よ
っ
て
校
訂
し
て
し
ま
っ

た
。
『
菅
家
文
草
』
全
体
に
関
わ
る
問
題
だ
が
、
本
文
の
復
元
に
後
代
の

一
本
で
も
っ
て
直
し
て
よ
い
の
か
は
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

【考
察
・
三
】

　
島
田
忠
臣
の
「
田
氏
家
集
」
中
「
拝
二
新
月
二
は
、
題
辞
の
み
の
類
似

で
あ
る
が
、
孫
の
菅
原
文
時
の
「
本
朝
文
粋
』
「
繊
月
賦
」
に
は
、
類
似

す
る
表
現
が
二
三
見
ら
れ
た
。
今
は
、
こ
れ
ら
三
者
の
表
現
を
今
回
よ
り

微
細
に
検
討
し
た
上
で
、
何
か
表
現
史
の
よ
う
な
も
の
が
紡
ぎ
出
せ
る
の

で

は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
菅
原
一
族
が
志
向
し
た
あ
る
べ
き
表
現

の

よ
う
な
も
の
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
「
新
月
」
と

は
、
旧
暦
で
月
の
初
め
に
見
え
る
月
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
か
ら

望

月
に
向
か
う
可
能
性
を
持
っ
た
月
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
こ
に

道
真
は
左
遷
と
い
う
不
遇
な
境
涯
を
、
抜
け
出
す
切
っ
掛
け
の
よ
う
な
も

の

を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
「
新
月
」
な
ら
ば
望
月
に

な
る
が
、
満
月
は
磐
り
を
増
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
）
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